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令和２年（２０２０年）１０月５日

建 設 委 員 会 資 料

まちづくり推進部まちづくり計画課

「東中野駅周辺地区のバリアフリー化等の課題解決に向けた業務委託」の結果

概要と、今後の東中野駅東口周辺まちづくりについて

昨年度実施した「東中野駅周辺地区のバリアフリー化等の課題解決に向けた業務委

託」の結果概要と、その結果等を踏まえた今後の東中野駅東口周辺まちづくりについて

報告する。

１ 東中野駅東口周辺まちづくりに関する過年度委託調査一覧

【平成 27 年度～平成 30 年度の委託調査の主な内容】

・バリアフリー化に向けた東口自由通路及び歩行者広場等の検討（イメージ図作成）

・駅改札付近や東口周辺の交通量調査

・東口周辺地区の共同化事業の検討

２ 令和元年度業務委託の内容

（１）業務委託の目的

○測量による東中野駅周辺の現地状況の把握

○東中野駅東口周辺のバリアフリー化を、早期に実現するための整備手法の検討

○既存駅舎を活用した部分的バリアフリー化等「早期に対応できる方策」と都市構

造の再構築を見据えたまちづくり等「中長期的な取り組みが必要な方策」の検証

実施年度 委 託 名 委託費（千円）

平成 27 年度

（2015）
東中野駅東口整備検討及び西口駅前広場整備事後評価業務委託 5,508

平成 28 年度

（2016）
東中野駅東口自由通路等設置検討業務委託 3,013

平成 29 年度

（2017）

①東中野駅周辺交流拠点形成基礎調査業務委託 3,380

②東中野駅東口地区まちづくり検討支援業務委託 497

平成 30 年度

（2018）

東中野駅周辺地区の交流拠点形成に向けたバリアフリー

歩行者動線検討業務委託
5,238

令和元年度

（2019）

東中野駅周辺地区のバリアフリー化等の課題解決に向けた

業務委託
11,990
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（２）委託内容

ア 東中野駅周辺の測量業務

基準点の設置及び標高の測量を行う基準点測量の実施

イ 補助１７０号線の交通量調査

駅街路３・４号の階段部分を迂回している可能性のある歩行者等調査

ウ 東中野駅東口周辺バリアフリー化に向けた施設の構造形式等を踏まえた検討

東中野駅東口の南北連絡通路（以下「既設連絡通路」という。）の階段を円

滑に移動できる整備手法の検討

エ 課題解消に向けた対応策の整理

東中野駅東口周辺の課題について、部分的バリアフリー化等「早期に対応で

きる方策」と「中長期的な取り組みが必要な方策」に分けた整理

３ 委託結果概要及び東中野駅東口周辺まちづくりの検討の方向性

（１）バリアフリー方策の検討結果

東中野駅東口周辺のバリアフリー化を比較的短期間で図る手法として、既存駅

舎を活用した４つの案について、地形や沿道の土地利用などの地域環境を考慮し

た施工可能な工事方法、各種法令による制限、概算経費等の視点から、実効性に

アプローチした検討を行った。

ア 法令等の制限による基準（道路、エレベーター）

別紙１のとおり

イ 検討した４案の昇降施設の設置箇所

別紙２のとおり

ウ 検討案１～検討案４の詳細、課題、評価

別紙３－１～３－４のとおり

（２）既存駅舎を活用した方策の課題

検討した４案は、駅街路２号において必要な車道幅員（３．５ｍ）が確保でき

ないこと、隣接ビルやＪＲ敷地内の高圧ケーブルが障害となることから、支障移

設や用地の取得等に多額の経費が必要となる。また、利用できる国等からの補助

制度も無く区の単費事業となるなど、いずれの案も多くの課題が確認された。

さらに、上記４案のほか、既存駅舎の東側に区がバリアフリー対応の南北連絡

通路を新設して、既設連絡通路に接続する案を検討した。工事を施工するために

は、広範囲の用地取得が必要になることや高圧ケーブルの移設等により、多額の

用地費や補償費等が必要となるため、実効性・有効性に欠ける。
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（３）バリアフリー対応などの課題解決に向けた中長期的な取り組みの方向性

東中野駅東口のバリアフリー化を短期間で図る手法として検討した、既存駅舎

を活用した案については、いずれも課題が多く実効性は低い。そのため、今後は

中期的な取り組みとして、区とＪＲ東日本が管理する道路や鉄道施設等を最大限

に活用した課題解決の方策について、両者の協力による検討を深めていく。

また、中期的な取り組みと併せて、民間開発を誘導・活用した中長期的な取り

組みを視野に、周辺地域のまちづくりの検討も進めていく。これにより、駅とま

ちの結節機能の強化による都市機能の更新を図りながら、様々なまちの課題を解

消し、まち全体のポテンシャルを高める方策を検討する。

４ 今後の東中野駅東口周辺まちづくりについて

（１）調査・検討内容について

今後は、以下の点についてさらに調査・検討を進めていく。

○都市整備手法の検討に必要な東中野駅東口周辺の土地利用現況の調査・解析

○既存橋上駅舎・南北連絡通路の課題と方向性に関する検討

○東中野駅に求められる潜在需要の調査・解析

○民間開発の誘導と活用を視野に入れた都市整備手法の検討

（２）都市整備手法の検討について

東中野駅東口周辺は、駅前広場が未整備でバリアフリー対応や交通結節機能

が十分でないことのほか、駅前でありながら空地や低層建物などの低未利用地

が多く点在し、立地のポテンシャルを活かしきれていないことも課題となって

いる。土地利用の概況を見ると、狭あいな道路としか接道していない土地や細

分化された土地が多く、既存の集団規定による建替更新では現状の課題を解消

することが難しい。今後、東中野駅東口周辺のまちづくりを進めていくため、

民間開発の誘導と活用による効果的・効率的なまちづくりを視野に入れた都市

整備手法等について検討していく。

（３）ＪＲ東日本との連携について

まちと駅とのバリア解消などの課題を解決するためには、ＪＲ東日本と連携

して取り組むことが不可欠である。今後とも、ＪＲ東日本との意見交換・情報

交換を行い、連携・協力体制を整えていく。
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